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策定等支援業務委託 資料

ステップ 目指すべき姿

①避難者名簿の統一化・データ化 ・記載ルールを統一し，避難者情報の整理がスムーズになる
・二次元コードの活用によるデータ管理

②避難者情報の共有化 ・他自治体の避難所に避難している市民を把握し，安否情報を生活
再建に向けた情報提供や支援を行える体制づくり

〇避難情報の共有化・システム比較要領

☞避難所運営マニュアルの修正に併せて，他自治体と共通で使用できる避難者の受付名簿を作成

☞他自治体との避難者の受付名簿の共有を図るための要領を作成

☞他自体との避難者の受付名簿の共有・管理を行うためのシステムの比較検証（①キントーン，②Ｌ
ｏｇｏフォーム，③バカン，④ポケットサインその他事業者から提案システム）
※システム構築ではない

検証内容：①価格，②システムの有効性，③他自体での使用状況（実施の被災地における活用事例等）


